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今回の研究では，傾斜薄膜法に含まれる 3つの重要なメカニズム， (1) Beam -ti1ted -foi1 interaction による原子
偏極生成， (2) 自由空間飛行中の原子核への偏極移行， (3) 多重傾斜薄膜法による核偏極増強，を原子核物理学的な手
法を用いた系統的かっ多角的な研究により解明した。






(2) 自由空間飛行中の原子核偏極の偏極移行機構を解明するために，短寿命 β 放射性核， 8Li と 12B の Hyperfine
quantum beat を測定した。この実験結果は偏極移行過程に関与する原子状態及び原子過程を明らかにし， (a) 偏極
移行において原子の励起状態が果たす重要な役割と (b) 先の原子偏極生成機構から予想される結果との整合性が示
された。





傾斜薄膜法の適用範囲の拡張のために，傾斜薄膜法をより重い β放射性核20F， 41SC, 43Ti に適用して，それぞれの核偏
極の生成に成功した。また，新しい高分子薄膜を傾斜薄膜法に適用し，炭素薄膜と同程度の核偏極の生成を観測した。
このことで，傾斜薄膜法の応用の可能性を大きく拡張した。
.この研究成果により傾斜薄膜法のより効果的な応用が可能となり，今後の不安定核を用いた核物理学の研究分野をはじ
め他の広い分野への応用が期待される。
論文審査の結果の要旨
傾斜膜法を用いる，新しい核スピン偏極生成技術の開発研究を行った。ここでは核物理学的手法を用いて，基本的な
偏極生成の機構を系統的に解明した。この結果不安定核の偏極生成に，傾斜膜法の応用が可能となり，核物理学の新た
な進歩に大きく寄与すると期待され，博士(理学)の学位論文として充分価値あるものと認める。
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